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Effect of visual biofeedback of posterior tongue movement on articulation  rehabilitation in 
dysarthria patients 
（Dysarthria 患者に対する構音訓練中の舌根部挙上動態に Visual biofeedback が与える
影響） 



































ィードバックを伴う [ka] 反復構音時の変動係数は有意に小さい値を示した（p<0.01）． 
さらに，視覚的バイオフィードバックを伴わない [ka] 反復構音では，健側においては拳上
量と降下量の間に有意な相関(r=-0.39, p<0.01)が認められたが，患側においては相関は認め
られなかった(r=-0.12, p=0.32)．一方，視覚的バイオフィードバックを伴う [ka] 反復構音
では，健側，患側ともに拳上量と降下量の間に有意な相関(健側:r=-0.80,p<0.01，患側:r=-0.
67,p<0.01)が認められた． 
聴覚印象(構音歪み率)については，視覚的バイオフィードバックを伴わない [ka] 反復構音
では50.9%，視覚的バイオフィードバックを伴う[ka] 反復構音では19.5%であり，視覚的バイ
オフィードバックを行うことで有意に減少していた（p<0.01）． 
視覚的バイオフィードバックを伴わない[ka] 反復構音時の発話速度は健側で206.32±42.4
8msec，患側で203.58±42.73msecであった．視覚的バイオフィードバックを伴う [ka] 反復構
音時の発話速度は健側で264.52±72.80msec，患側で266.90±74.93msecであった．健側・患側
ともに，視覚的バイオフィードバックを伴う場合の方が発話速度は有意に遅くなっていた(p<0.
01)． 
【考察】 
本装置を用いて視覚的バイオフィードバックを行うことによって，健側および麻痺側のいずれにおい
ても[ka]反復構音時の舌後方部の可動量と変動係数が即時的に改善し，拳上・降下のバランスが改善
することが明らかとなった．このことから，これまで術者ならびに患者自身において定量的に確認す
ることが困難であった舌後方部の拳上運動量を視覚的バイオフィードバックとして提示することによ
って，構音障害患者における舌運動改善を目的としたリハビリテーションの効率と精度が高められる
可能性が示唆された． 
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